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本研究では，まず， IETS の測定装置を製作し，良好なスペク卜 jレを得るための実験条件を検討した口
次に，種々の力 jレボキ、ンル基をもっ有機化合物について IETスペクト jレを測定し，絶縁層として用いた




ない， IETSにおけるグループ振動波数を明確にし， IETS による脂肪族化合物の分析に指標を与えた。







ニトロ基については AIOx 上でアミノ基にまで還元されるという特異な反応を初めて見い出した。 x
線光電子分光法 (xP S) を並用して乙の還元反応を解析した結果，この反応は AIOx 層の下地である
金属アルミニウムの還元力によるものであることが判明した。













弾性電子トンネ jレ電流を高感度で測定する方法をつくりあげる等の研究を行い. 10-9 g の準位の超微量
化学種の 200 cm-1... 4000 cm-1 に到る範囲の分子振動スペクトノレを再現性よく分析する方法をっくりあ
げるのに成功した。
そして特に脂肪族ならびに芳香族カルボン酸およびその誘導体について得られる分子振動の帰属のし
方についていくつかの経験則を提案し，解析法を明らかにしている。更にアルミニウム電極表面酸化層
を分子種の反応、について詳細な研究を行い. BrØnsted酸一塩基反応あるいは電子移動反応を行う置換基
を見出しその反応機構と分子振動スペクト/レとの関係を明らかにした。
本研究はわが国ではじめてのものであり，文珠四郎君の確立した分析法は生体関連化学種や宇宙空間
物質などの超微量化学種の同定ならびに定量法として応用の可能性の大きいものである口同君の研究はそ
のための新しい道を開く基礎的な研究として有用な結果を得ており理学博士の学位論文として十分価値ある
ものと考える。
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